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睡i（

垂

婆

灘

舞

ま
す
　
、
　
今

　　　と
　　　　じ
　　　て
　　　い保
　　つ存
　　　かい
　　　おた
　　役し

　　、激

難難う

鞭欝が
繋難難

　繋欝ま
灘灘す

機械化された農作業

農業の省力化がさけばれ、いろいろの農作業が機械化されてきま
した。

稲刈りも、いまや、刈り取りから脱穀まで、同時にできる機械作業

にかわりつつあります。あとは乾燥器に入れるだけ、1時間あたり7
～10アールの作業をするという能力的なものです。

｛写真は御正地区高能率機械化集団に、よ．びて購入した畠脱コソバイン

による稲刈りです〕

＜村勢＞総人ロ…7，726（男3855，女3，871）　　世帯…1，560 面積一22．34平方キロ　　（11月1日現在）
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熱農

業
費
に
六
千
百
万
円

叩
　
薮
レ

讃
　
　
丁
ポ
凄
露
　
・

　　　　　i灘　　　i難蒙i

一

効
率
的
な

　
　
昭
和
四
十
三
年
度
一

　
般
会
計
、
な
ら
び
に
国

　
保
特
別
会
計
、
上
水
道

　
特
別
会
計
決
算
は
、
十

　
月
十
四
目
開
か
れ
た
村
』

　
議
会
に
お
い
て
認
定
さ

　
れ
ま
し
た
の
で
、
自
治

　
法
の
主
旨
に
そ
っ
て
、

　
こ
こ
に
公
表
い
た
し
ま

　
す
。般
会
計

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

二
億
四
百
七
十
万
三
千
円
、
歳
出
総
額

一
億
八
千
八
百
八
十
三
万
一
千
円
と
な
，

り
、
差
引
一
千
五
百
八
十
七
万
二
千
円

の
残
額
が
、
四
十
四
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
ま
し
た
．

　
四
十
二
年
度
に
対
し
て
、
歳
入
で
は

五
十
ニ
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
に
つ
い

て
は
四
十
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
そ

れ
ぞ
れ
大
幅
な
伸
率
を
し
め
し
な
が
ら

も
、
財
政
の
健
全
化
に
つ
ど
め
、
四
十

三
年
度
計
画
事
業
の
、
ほ
ぼ
完
全
実
施

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
の
あ
ら
ま
し

財
政
運
営

・
一
般
管
理
関
係
　
明
治
百
年
記
念
式

典
、
納
税
組
合
の
育
成
、
交
通
災
害
共

済
事
業
の
促
進

・
消
防
関
係
　
北
本
部
自
動
車
ポ
ン
プ

購
入
、
役
場
地
内
鉄
塔
火
の
見
の
建
設

・
福
祉
関
係
　
老
令
年
金
の
支
給
、
各

種
福
祉
団
体
の
育
成

・
衛
生
関
係
　
住
民
検
診
の
実
施
、
各

（単位円）

43年度一般会計の決算

　　　　　歳出歳入

種
予
防
接
種
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の

運
営
・
産
業
関
係
　
土
地
改
良
事
業
、
農
業

構
造
改
善
事
業
、
病
害
虫
防
除
事
業
、
㌧

御
正
新
田
生
活
改
善
セ
ソ
タ
ー
、
上
押

切
農
民
セ
ソ
タ
ー
の
建
設
事
業
補
助
』

・
士
木
関
係
　
押
切
～
樋
春
堤
防
兼
用

道
路
の
舗
装
、
療
養
所
道
路
の
舗
装
き

村
内
各
路
線
の
改
良
補
修
、
上
押
切
遡

内
橋
り
ょ
う
の
掛
け
か
え

・
教
育
関
係
　
南
小
学
校
体
育
館
の
建

設
、
幼
稚
園
の
運
営
、
婦
人
学
級
、
家

庭
教
育
、
学
級
の
開
催
。

区　　　分 収　入額 区　　　分 支　出　額

村　　　　税 43，255，428 議　　会　　費 6，873，692

自動車取得税 5，161，000 総　　務　　費 29，276，220

地方交付税 72，613，000 民　　生　　費 4，6GO，418

1

交通対策交付金 84，000 衛　　生　　費 5，387，698

国・県支出金 51，443，628 農林水産業費 61，562，588

財産収　入 998，613 商　　工　　費 694，484

寄　　附　　金 1，300，0QO 士　　木　　費 33，821，726

繰　　越　　金 9，669，793 消　　防　　費 5，664，366

諸　　収　　入 1，905，237 教　　育　　費 33，266，699

村　　　　債 14，900，000 公　　債　　費 7，683，491

そ　　の　　他 3β71，717

歳入合　計 204，703，416 歳　出　合　計 188，831，382
・皆、

’）

）

村の財政の組みたて

商工費・0．4％

農林水産業費

臨3峡

　民生費2．4％
　　2・9％
　3・0％『衛
3・6％譜生’

端蟹憩

餐
歳

188，831，382円

総務費

15．5％

土木費、

17．9％

教育費
17．6％

地方交付税

その他3．7％』

自動車取得税
交付金2．5％

　4．7％
　　多繰越
　　　　　　金
　　村債

　　　7．3％

、
」

35．5％入歳

204，703，416円
村税
21．1％

国・県支出金

　25．2％

）



昭’和44年11月20日広1報ころ’一なん（（難3））

み なさんの税負．担額

（
』

G1距　　　　　　　　，5
r
・
σ －　〈千巴》・

一世帯あたりの経費7，99真円
村民税

耶而円

個　　定 0 5　　　　10　　　　15　　　　20 25 60
111弘878円

資産税
2，379円

■
　
議
　
会 費’ 4，443円

’

軽　　自 『1，844円　　　　レ

動車税 369円
総　務

民　生
費
費

　　　　　　　　　18，ga4円

2．974円

t　ヤ

たばこ 4，071円

　　　臼 衛　生 費 ＄，483円
清費税、 816円 囮一世帯当り271961円

農業（一農家） 』雌・
卜

電　　気
』ガス税

　　21177再

．436円

【コ　ー人当り5，60柵
商工（一業者） 一 3，006円

『

土　木 費 21，863円

みなさんの税負担額は、 昭和43年度末の人口 消　防 費 3，661円

…

7，723人、 1，547世帯からみると、各種税の合計 小学生一入

9，522円

22，498円

で村民1人当り5，601円、 1世帯当り27，961円
中学生一入’

iとなり　　ます。これを前年に比較してみますと、

1人当り1，112円、 1世帯当り5，170円増加とな

幼稚園児一人

その他教育

費

3，008円

　22，498円

1 r世帯あたり122，065円 ｝
2

っています。
公　債 4，967円 一人あたり　24，451円

！

また歳出にっいては 1世帯当り122063円

一世帯あたりの経費

甲
一

　みなさんの税負担額は、昭和43年度末の人口

7，723人、1，547世帯からみると、各種税の合計

で村民1人当り5，601円、1世帯当り27，961円
となります。これを前年に比較してみますと、

1人当り1，112円、1世帯当り5，170円増加とな

っています。

　また歳出については、1世帯当り122，063円

で、前年より41，052円の増加となりました。

保健施設費
1，624，104円『5．7％

　　　その他

硬o乳糊

ρ

国民健康保険特別会計

（

〆

熟

』
尊

／総務費＼
2，569，716円

　　9．0％

　　　　　歳　出
　　　　，28，515，206円
　　璽．　　　　　ノ

保険給付費
23，319，226円

　81．8％

・その他
1．σ13，728円

　2．7％

　　繰越金
　7，241．832円　　国・県支出金

　　19・9％　．　　　　15，588，592円

　　　　　歳　入　42．9％
　　　　・36，360，887．．

保険税

12，516，735円

　　　　　　　34．5％

　
昭
和
四
十
三
年
度
の
歳
入
総
額
三
千

六
百
三
十
六
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額

二
千
八
百
五
十
一
万
五
千
円
と
な
り
、

残
額
七
百
八
十
四
万
五
千
円
を
四
十
四

年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
前
年
度
に
対
し
て
十
六
・
八
パ

ー
セ
ソ
ト
増
で
、
一
世
帯
当
り
一
万
二

千
三
百
五
十
六
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
診
療
費
に
つ
い
て
は
、
二
十

一
・
五
パ
ー
セ
ソ
ト
の
増
で
、
一
世
帯

当
り
三
万
二
千
三
百
六
十
七
円
に
も
の

ぼ
り
、
一
年
間
に
．
一
人
平
均
三
・
三
件

医
者
に
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

　
　
　
　
．
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
昭
和
四
十
三
年
笈
か
ら
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
ヶ
け
て
上
水
道
事
業

と
な
り
ま
し
た
が
唖
決
算
の
結
果
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
収
益
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
一
干
三
百
七
十
六
万
九
千
円

　
支
出
　
一
千
百
九
十
一
万
五
千
円

　
差
引
残
（
純
利
益
金
）

　
　
　
　
百
八
十
五
万
四
千
円

　
資
本
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
二
千
百
八
十
九
万
八
千
円

　
支
出
　
二
千
六
百
六
十
四
万
三
千
円

　
差
引
不
足
　
四
百
七
十
四
万
五
千
円

　
　
　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
四
百
七

　
　
十
四
万
五
千
円
は
、
引
継
現
金
を

　
　
も
っ
て
補
て
ん
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
事
業
の
あ
ら
ま
し

　
水
道
拡
張
工
事
と
し
て
、
水
源
ポ
ソ

プ
の
増
強
、
配
水
池
の
増
築
、
配
水
ポ

ン
プ
、
配
水
管
の
増
設
な
ど
、
各
分
野

冒
に
わ
た
っ
て
、
広
ぐ
事
業
を
行
な
い
ま

τ
た
．
　
　
　
－
…
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ぎ
、
酌
い

あ
　
　
爺

鷺
第
五
回
　
村
民
体
育
祭

　
十
且
十
日
恒
例
の
村
民
体
育
祭

は
㍉
大
ぜ
い
の
か
だ
に
参
加
し
て
い

た
だ
ぎ
、
ド
リ
ブ
ル
競
走
や
、
老
人

の
庄
”
汰
れ
“
賦
ゼ
絶
大
変
に
ぎ
や
か
で

↑
し
た
。
　
　
　
一
　
：
　
　
『

　
　
体
育
祭
の
お
昼
休
み
、
中
学
生

　
も
、
高
校
生
も
、
そ
し
て
一
般
の
人

　
も
、
み
ん
・
獄
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

尋
，
楽
し
み
ま
し
た
。

↓
よ
い
子
の
研
究

　
　
大
里
地
区
八
十
校
の
科
学
展
覧
会

　
が
江
南
中
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
作
品
百
六
十
点
は
お
と
な
も
顔
ま
け

・
す
る
億
ど
立
派
な
も
の
で
し
た
。

1
㌧
〆

更ノ

　
家
庭
裁
判
所
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
、

こ
と
し
で
二
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
家

庭
裁
判
所
が
ど
ん
な
役
所
な
の
か
を
正

も
く
理
解
し
て
い
る
人
は
、
あ
ん
が
い

少
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
家
庭
裁
判
所
で
扱
う
事
件
に
慧
家
事

事
件
と
、
少
年
事
件
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
事
事
件
で
は

　
離
婚
や
そ
れ
に
伴
な
う
財
産
揃
分
け

る
問
題
、
婚
約
不
履
行
に
よ
る
慰
謝
料

支
払
い
の
問
題
、
父
母
の
離

婚
に
伴
な
う
子
の
氏
の
変
更

や
親
権
者
を
だ
れ
に
す
る
か

の
問
題
、
未
成
年
者
の
養
子

縁
組
の
問
題
、
親
の
な
い
子

の
た
め
の
後
見
人
選
任
の
問

題
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
親

族
を
だ
れ
が
め
ん
ど
う
み
る

か
の
問
題
、
相
続
放
棄
を
し

た
い
と
か
、
遺
産
の
分
け
方

で
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
場

合
の
取
り
き
め
の
問
題
な
ど
、

　　　　　馨
…家庭裁判所の一…

ひ
ろ
く

親
族
間
の
争
い
や
も
め
ご
と
を
取
り
扱

い
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
う
ま
く
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
問
題
が
起
っ
た
と

き
に
は
、
そ
れ
ら
の
事
情
の
あ
ら
ま
し

を
書
い
た
申
立
書
を
家
庭
裁
判
所
の
受

付
に
出
せ
ぱ
よ
い
の
で
す
。
用
紙
は
受

付
に
も
備
え
て
あ
り
字
の
書
け
な
い
人

な
ど
の
場
合
は
口
頭
で
も
で
き
ま
す
。

　
申
し
立
て
を
受
け
付
け
る
と
、
裁
判

嚇
雛
講
繋
…
…
…

騨
簿
魏
桶
係
者
の
朧

な
お
申
立
手
数
料
は
審
判
が
五
＋
遇
…

灘
纏
翻
鵬
雛
懸

お
知
り
に
な
り
た
い
方
の
た
め
に
、
家

事
相
談
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

し・p・・一まらあ

も
よ
り
の
家
庭
裁
判
所
（
熊

谷
）
へ
お
気
軽
に
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
少
年
事
件
で
は

　
満
二
十
歳
未
満
の
非
行
に

陥
っ
た
少
年
に
つ
い
て
、
家

庭
裁
判
所
は
、
そ
の
少
年
が

ふ
た
た
び
社
会
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
こ
と
な
く
、
立

派
な
人
と
し
て
世
の
中
に
役

立
つ
人
に
な
る
よ
う
、
更
生

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
少
年
の
生
い
た
ち
、

環
境
な
ど
に
つ
い
て
科
学
的
な
調
査
、

診
断
を
し
、
保
護
者
や
学
校
の
先
生
そ

の
他
関
係
人
の
意
見
も
聞
い
て
、
そ
の

少
年
に
も
っ
と
も
適
し
た
処
分
が
決
め

ら
れ
ま
す
。
少
年
事
件
の
手
続
き
も
家

事
事
件
と
同
様
、
非
公
開
で
す
。

　
家
族
や
、
親
せ
き
な
ど
の
少
年
の
非

行
化
な
ど
で
ご
心
配
の
方
は
、
ど
う
ぞ

ご
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

し

）

お知らせ

　　の…漁
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秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
十
幽
丹
二
十
六
日
か

　
　
　
ら
十
二
月
二
日
ま
で

　
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日

ま
で
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
を
増
す
に
つ
れ
て
、

火
の
取
り
扱
い
も
多
く
な
り
、
火
災
の

発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
か
ら

お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
機
関
で
は
み
な
さ
ん
の
生
命
、

財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
懸
命
の
努

力
を
し
て
い
ま
す
が
、
火
災
が
お
ぎ
て

し
ま
っ
て
か
ら
で
は
手
お
く
れ
で
す
。

　
な
ん
と
い
っ
て
も
、
ま
ず
み
な
ざ
ん

一
人
ひ
と
り
が
常
に
細
心
の
注
意
を
し

て
、
火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
心
が
け

る
こ
と
が
も
っ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
最
近
の
統
計
上
か
ら
み
た

火
災
の
概
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
日
ご
ろ
か
ら
頭
に
お

い
て
、
正
し
い
火
気
の
取
り
扱
い
方
な
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－
．
敬
老
会
開
か
れ
る
一

降
．
十
月
十
七
日
、
六
十
歳
以
上
の
お

乏
し
よ
り
四
百
九
十
六
人
を
ポ
ン
ポ

　
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
む
か
え
し
て
、
楽

む
い
一
日
を
す
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

↑
し
た
。
』

↓
北
小
学
校
の
建
築
工
事
す
す
む

　
待
望
の
鉄
筋
三
階
建
の
校
舎
は
、

い
ま
大
ぜ
い
の
人
の
手
に
よ
っ
て
、

工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　狩猟は日曜・祭日に

　11月1日から狩猟が解禁になりまし

た。猟銃による事故のないようにハシ

ターは村内にくわし層人か4＞案内され

ております。
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♂
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9
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3
●
．
3
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’
9
3
ε
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’
●
蕩
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、
9
3
コ
●
．

り

子
ど
も
の
し
つ
け
⑧

　
　
　
　
小
学
生
時
代

五
、
家
庭
学
習
の
習
慣
づ
く
り

　
家
庭
の
学
習
で
た
い
せ
つ
な
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
「
学
習
は
自
分
で
す
る
も

の
」
と
い
う
自
主
的
態
度
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
学

校
の
学
習
の
わ
く
を
広
げ
て
、
自
分
の

個
性
や
興
味
に
あ
っ
た
も
の
を
、
み
ず

か
ら
開
発
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
家
庭
へ
持
ち
帰
り
、
繰

り
か
え
し
学
習
す
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
も
の
は
な
に
か
、
学
校
に
ま
か
せ
て

し
ま
う
方
が
効
果
が
あ
る
も
の
は
な
に

か
を
よ
く
考
え
、
こ
れ
以
外
の
課
題
を

家
庭
で
み
つ
け
る
よ
う
に
援
助
し
て
や

る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

六
、
情
操
の
し
つ
け

　
多
く
の
情
操
教
育
の
土
台
は
、
幼
児

か
ら
小
学
生
に
か
け
て
で
き
あ
が
り
ま

す
。
情
操
教
育
と
し
て
の
お
け
い
こ
ご

と
を
は
じ
め
、
趣
味
的
活
動
の
経
験
を

与
え
て
、
幅
広
い
人
間
に
育
て
る
よ
う

に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
親
と

子
の
話
し
合
い
を
通
じ
、
読
書
や
マ
ス

コ
ミ
を
通
じ
て
も
、
感
情
豊
か
な
人
間

に
育
で
る
配
慮
が
必
要
で
し
メ
ち
。

中
・
高
校
生
時
代

　
戦
前
で
は
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
と

す
ぐ
実
社
会
へ
巣
立
っ
て
ゆ
く
子
ど
も

も
多
か
っ
た
の
で
、
自
然
、
社
会
へ
出

す
た
め
の
家
庭
教
育
は
、
は
や
く
か
ら

な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
最
近
の
よ
う
に
中
学
が
義
務

化
さ
れ
、
そ
の
う
え
高
校
へ
の
進
学
率

も
高
い
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
社
会

人
と
し
て
の
仕
上
げ
の
教
育
は
お
く
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
と
き
に
は
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
で
す
が
、
こ
こ
で
社
会
へ
出
す
た
め

の
教
育
を
考
え
な
け
れ
ば
、
も
は
や
永

久
に
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
り
ま
し
ょ
う
。
親
が
最
後
の
つ
と
め

を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
時

期
で
あ
り
、
子
ど
も
の
知
的
発
達
状
態

も
、
身
体
的
に
も
、
ま
た
独
立
の
意
識

も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
高
く
、
ち
密
な
し
つ
け

を
受
け
入
れ
る
下
地
を
も
っ
て
い
る
と

き
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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ど
を
習
慣
づ
け
て
お
き
、
火
の
用
心
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
．
火
災
は
冬
季
が
も
っ
と
も
多
い

　
．
失
火
に
よ
る
火
災
が
九
割
以
上

　
．
発
火
源
は
「
た
ば
こ
」
が
最
高

　
．
林
野
の
火
災
が
大
幅
に
増
加
し
て

　
　
い
る

甘いことば　誘かい？　‘怪しいと思つた
らみんなで注意。　　＾

塗　
）

だ

…
…
縄
う
を
い
た
し
ま
よ
㍉
う

　
　
　
［
月
十
五
日
は
成
人
の
日

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
楽
し
い

　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
γ
ス
を

　
　
成
人
の
日
は
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ

　
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
ぎ
ぬ
こ
う
と
す

　
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
日
で
す
。

　
　
と
こ
ろ
で
成
人
式
と
な
る
と
、
だ
れ

　
も
思
い
出
す
の
が
女
性
の
訪
問
着
で

　
す
。
一
生
に
一
度
の
式
典
で
あ
り
、
本
人

　
は
も
ち
ろ
ん
親
た
ち
も
、
立
派
な
晴
着

　
を
着
せ
た
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
大
ぜ
い
の
中
に
は
、

　
こ
の
晴
着
の
都
合
が
つ
か
ず
、
一
人
ふ

　
だ
ん
着
で
は
と
涙
を
の
ん
で
欠
席
す
る

　
人
の
あ
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

…
．
ら
」
と
思
い
を
そ
の
人
の
身
の
う
え
に

…
…
㎜
お
か
れ
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
自
粛
さ

　
れ
て
、
意
義
あ
る
成
人
式
に
し
た
い
も

　
の
で
す
。
　
’
、
　
　
　
　
　
　
　
－
．
『

　
　
な
お
、
・
成
人
式
の
行
事
と
し
て
フ
陵

　
ー
ク
ダ
ン
ス
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
　
み
ん
な
軽
装
で
、
楽
L
く
踊
る
く
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

瓢
　
　
「
も
し
そ
の
一
人
が
自
分
で
あ
っ
た
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員
ソ

瞭
溶
晶
．
攣

、
慮
在
⑤
灘

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
議
夕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
協
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
談
プ

楽
し
か
っ
た

　
　
二
本
木
峠
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
江
南
北
小
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
光
子

　
私
は
、
こ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
キ
ャ

ソ
プ
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ

場
か
ら
見
る
吉
、
下
や
ま
わ
り
は
、
す

・
ぜ
い
山
や
木
だ
っ
た
。
と
て
も
静
か
だ

っ
た
。
・
ど
と
を
見
て
も
家
は
一
軒
も
な

か
っ
た
。

　
特
に
よ
か
っ
た
こ
と
は
、
キ
ャ
ソ
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
。
あ
ん
な
に
楽
し

か
っ
た
ヒ
ど
は
鳶
二
度
と
な
い
く
ら
い

冒
だ
っ
た
庶
、
「
ジ
ェ
ン
カ
」
が
な
が
か
っ

た
の
で
、
よ
こ
は
ら
が
い
た
か
っ
た
。

で
も
、
お
ど
り
つ
づ
け
た
。
あ
の
う
れ

し
さ
は
、
ゆ
め
を
見
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
最
後
の
「
ほ
た
る
の
光
」
を
歌
い
な

が
ら
火
を
見
て
い
る
と
、
涙
が
で
て
し

ま
っ
た
。
な
ぜ
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
か
ら
帰
っ
た
つ
ぎ
の
日
、

私
は
、
時
計
を
見
る
の
が
い
や
だ
っ

た
。
あ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
キ
ャ
ソ
プ

は
、
も
う
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

あ
の
目
の
キ
ャ
ン
プ
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
る
と
、
む
ね
が
い
っ
ば
い
に
な

っ
て
ご
は
ん
も
の
ど
を
と
お
ら
な
い
よ

う
に
、
へ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま

う．

の
だ
。

　
火
の
ま
わ
り
で
、
わ
を
つ
く
っ
て
楽

し
む
ゲ
ー
ム
、
悲
し
み
や
、
さ
み
し
さ

は
、
み
ん
な
ふ
き
と
ん
で
し
ま
う
ジ
ェ

ソ
カ
、
ま
た
、
笑
い
が
と
ま
ら
な
か
っ

た
テ
ン
ト
の
中
で
の
こ
と
、
つ
ぎ
か
ら

つ
ぎ
へ
と
思
い
う
か
ん
で
く
る
。

　
仲
よ
く
な
っ
た
南
小
の
友
だ
ち
。
私

た
ち
と
ふ
ざ
け
た
相
談
員
の
人
た
ち
。

み
ん
な
、
み
ん
な
う
か
ん
で
く
る
。
気

持
ち
よ
か
っ
た
朝
の
ラ
ジ
オ
体
そ
う
。

わ
を
つ
く
っ
て
楽
し
ん
だ
ゲ
ー
ム
あ
の

み
ん
な
の
楽
し
そ
う
な
顔
。
私
た
ち
で

つ
く
っ
た
む
す
び
。

　
帰
る
の
が
い
や
で
、
こ
の
ま
ま
い
く

日
も
い
た
か
っ
た
。
帰
り
の
か
わ
ら
で

の
す
い
か
わ
り
、
き
っ
と
わ
っ
て
や
る

ぞ
と
思
っ
て
も
、
わ
れ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
い
っ
し
ょ
け
ん
め
い
に
さ
が
し
た

宝
さ
が
し
、
宝
さ
が
し
で
も
ら
っ
た
寒

だ
ん
計
は
、
い
つ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で

も
だ
い
じ
に
、
思
い
出
と
い
っ
し
ょ
に

と
っ
て
お
こ
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
、
い
つ
に
な
っ
て
も
、

八
月
二
十
七
日
と
二
十
八
日
が
や
っ
て

く
る
の
だ
な
あ
。
」
と
何
度
も
思
っ

た
。
来
年
は
、
も
う
小
学
校
と
も
別
れ

て
、
中
学
生
だ
。
も
う
い
け
な
い
…

と
思
う
と
涙
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
こ

の
楽
し
い
思
い
出
は
、
ゼ
ッ
タ
イ
に
わ

す
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
、
心
の
お

）

1
晃
ノ

く
深
く
へ
た
め
て
お
こ
う
。

　
小
学
校
最
後
の
夏
休
み
が
、
一
番
楽

し
か
っ
た
。
私
の
た
だ
一
つ
の
お
願
い

は
、
来
年
に
な
っ
て
も
ゼ
ッ
タ
イ
、
ゼ
、

ッ
タ
イ
行
き
た
い
。
そ
れ
が
私
の
お
願

い
で
す
。
と
ち
沢
さ
ん
を
は
じ
め
相
談

員
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
け
し
て
あ
の
日
を
、
・
わ
す
れ
は
し
ま

せ
ん
。心
に
残
る

　
　
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
江
南
南
小
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
沢
　
朝
子

・
わ
た
し
た
ち
は
、
八
月
二
十
七
、
二

十
八
日
の
二
日
間
、
二
本
木
峠
の
キ
ャ

ン
プ
に
行
っ
た
。

　
わ
た
し
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ

て
、
一
番
楽
し
く
、
そ
し
て
、
い
い
思

い
出
に
な
っ
た
こ
と
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
だ
。
北
小
と
南
小
の
六
年
生

が
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
歌
っ
た
り

お
ど
っ
た
り
し
た
。
目
を
と
じ
る
と
、

そ
の
時
た
い
た
火
が
、
は
っ
き
り
見
え

る
よ
う
だ
。

　
わ
た
し
た
ち
の
テ
ソ
ト
か
ら
、
五
十

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
あ
が
っ
た
平
な
と
こ

に
、
み
ん
な
で
井
の
字
が
た
の
よ
う
に

木
を
く
ん
だ
。
そ
の
ま
わ
り
に
、
み
ん
な

で
、
わ
に
な
っ
て
こ
し
を
お
ろ
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
く
ん
だ
木
に
火
を

つ
け
た
。
も
の
す
ご
い
い
き
お
い
で
、

木
が
髪
た
．
わ
た
し
は
、
ま
わ
り
の
…
…
…
…
…

木
の
舞
こ
げ
ち
ゃ
－
ん
じ
ゃ
な
い
灘

の
子
の
間
に
、
男
の
子
が
一
人
ず
つ
は
㌦

い
っ
て
お
ど
っ
た
。
は
じ
め
は
、
ち
ょ
　
馬

っ
と
い
や
だ
っ
た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

な
れ
て
き
て
、
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
。

　
「
タ
ン
タ
ン
タ
タ
タ
タ
タ
ン
…
…
」

音
楽
に
の
っ
て
ぎ
た
と
思
っ
た
ら
、
も

う
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
火
の
ま
わ
り
で
、
お
ど
っ
た
の
で
、
あ

せ
を
び
っ
し
ょ
り
か
い
て
し
ま
っ
た
。

で
も
、
と
て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。

　
「
ほ
た
る
の
光
」
を
歌
い
な
が
ら
、

み
ん
な
、
自
分
の
テ
ン
ト
に
帰
っ
て
行

っ
た
。

　
ほ
ん
と
う
に
楽
し
か
っ
た
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
も
終
わ
っ
た
。
こ
の
時
も

え
た
、
ほ
の
お
を
、
わ
た
し
の
心
の
中

に
、
い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
。

　
こ
の
ほ
の
お
は
、
わ
た
し
が
、
悲
し

い
時
や
苦
し
い
時
、
心
の
中
で
、
い
っ
．

し
ょ
う
け
ん
め
い
も
え
て
、
わ
た
し
を

は
げ
ま
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
わ
た
し

は
、
こ
の
ほ
の
お
を
大
き
く
し
た
い
。

　
わ
た
し
は
、
こ
の
ほ
の
お
を
、
一
生

け
さ
な
い
で
い
た
い
。

）

）
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青
年
の
論
友
を
募
集

　
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
で
は
、

青
少
年
活
動
を
す
サ
め
、
新
し
い
意
識

を
た
か
め
る
た
め
へ
県
下
の
青
年
か
あ

広
く
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
　
「
私
の
信
条
」
ま
た
は
「
私

と
青
少
年
活
動
」

原
稿
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚
以
内

資
格
年
令
満
十
九
歳
～
三
十
歳
未
満

　
青
少
年
団
体
ま
た
は
勤
労
青
少
年
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
も
の

締
切
　
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
十
目

あ
て
先
浦
和
市
岸
町
三
丁
目
十
七
番

四
十
二
号
、
県
青
少
年
会
館
内
青
少
年

育
成
埼
玉
県
民
会
議
青
年
論
虞
募
集
係

　
毎
月
二
十
五
日
は

選
挙
法
律
相
談
日

と
　
き
　
毎
月
二
十
五
日

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ

お
相
手

相
談
料

　
こ
の
相
談
所
で
は
、

限
ら
ず
夫
婦
の
闇
題
、

土
地
家
屋
の
売
買
の
間
題
、

般
の
法
律
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
が
る
に
お
た
ち
ょ
り
く
だ
さ
い
。

熊
谷
市
陳
列
館

（
熊
谷
市
役
所
前
）

埼
玉
弁
護
士
会
の
先
生

県
選
挙
管
理
委
員
会

無
料
　
　
　
　
選
挙
の
問
題
に

　
　
　
　
相
続
の
間
題
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
一
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北地区に

稚
蚕
共
同
飼
育
所
の

建
設

　
自
立
経
営
な
ど
、
規
模
の
大
き
い
、

生
産
性
の
た
か
い
農
業
の
経
営
が
で
き

る
よ
う
、
農
業
構
造
の
改
善
事
業
が
行

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
土
地
基
盤
整
備
事
業
、
大
型
ト
ラ
タ

．
タ
ー
の
購
入
、
集
団
桑
園
の
改
良
な
ど

．
か
ず
か
ず
の
事
業
が
行
な
わ
れ
て
き
ま

｝
し
た
が
、
四
十
三
年
度
に
南
地
区
の
稚

…
蚕
共
同
飼
育
所
が
建
設
さ
れ
、
大
き
な

皿
効
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
北
小
学
校
の
北
側
に
御

…
正
稚
贋
共
同
飼
育
所
の
建
設
が
き
め
ら

凹
れ
、
こ
の
十
一
月
に
工
事
が
着
工
さ
れ

　
　
　
・
ー
亀
『
」
ρ
｛
“
◆
ー
胴
．
♂
｛
6
0
L
貫
・
専
『
㌔
・
』
爵
o
◎
『
も
‘
8
ξ
♂
‘
ら
6
ー

（Ψ）　広う報、ζ．ろ｝な、ん

■
倉
駒

共同』琴金に感謝

総額16万4千余円を県に

は
じ
ま
る

ま
し
た
。

　
こ
の
飼
育
所
は
飼
育
量
一
万
グ
ラ
ム

で
、
面
積
は
八
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。
飼
育
の
た
め
の
完
全
な
施
設
を

ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
、
四
十
五
年
二
月

末
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

み
ん
な
で
明
る
い

　
　
歳
　
末
　
を

　
い
よ
い
よ
年
の
瀬
も
間
近
に
な
り
ま

し
た
が
、
本
年
も
十
二
月
一
日
か
ら
「

歳
末
助
け
合
い
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す

己
！
｛
・
◆
B
皇
◎
僻
f
6
◆
－
『
．
。
ζ
“
◎
」
亀
◎
。
ζ
・
葦
」
電
ノ
㌔
哩
屋
．
！
t
、
瞳
身
ノ
き

　
十
月
実
施
い
た
し
ま
し
た
共

同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
募
金
額
を
下
記
の
と
お
り
得

ら
れ
、
県
共
同
募
金
会
に
送
金

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

，
せ
い
た
し
ま
す
。

『
晶
卿
噂
3
‘
．
曳
嘘
◎
専
？
玉
・
6
眠
岬
専
身
『
仏
◆
帖
陰
梅
。
f
鬼
，
匿
。
々
専
｛
、

昭
和
四
十
四
年
度
募
金
結
果

　
成
沢
　
　
二
二
、
二
八
O
円

　
三
本
　
　
二
二
、
六
八
O
円

　
上
新
田
　
　
六
、
三
九
〇
H

．
上
押
切
　
　
九
、
二
五
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
－
6
J
f
も
◆
L
富
4
◎
｛
、
－
。
4
3
瓢
‘
昌
亀
◎
◎
f
◎
◆
‘
5
屯
◎
電

下
押
切
　
　
七
、
〇
三
〇
円
げ

樋
春
北
　
一
〇
、
四
四
〇
円
〆

樋
春
南
　
　
五
、
九
二
〇
円
ハ

御
正
新
田
二
二
、
七
六
〇
円
～

須
賀
広
　
　
六
、
六
〇
〇
円
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

野
原
　
　
　
九
、
五
〇
〇
円
ず

小
江
川
　
二
一
、
九
三
〇
円
｛

塩
　
　
　
　
六
、
〇
三
〇
円
腕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

板
井
　
　
一
二
、
七
六
〇
円
㌔

柴
　
　
　
　
二
、
〇
五
〇
円
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

千
代
　
　
　
五
、
〇
四
〇
円
’

試
験
場
　
　
一
、
四
四
〇
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

療
養
所
　
　
一
、
二
〇
〇
円
㌦

合
計
　
一
六
四
、
三
〇
〇
円
－

　
　
　
『
、
、
｝
々
～
、
ー
ノ
ー
喚
◆
－
ノ
、
｝
へ

　
こ
分
運
動
の
趣
旨
は
、
歳
末
に
あ
た

っ
て
国
民
が
互
い
に
助
け
合
お
う
と
い

う
も
の
で
、
単
な
る
寄
付
金
品
の
募
集

で
は
な
く
、
気
の
毒
な
人
な
ど
に
対
す

る
援
助
の
た
め
に
、
善
意
の
物
品
な
ど

を
持
ち
寄
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
運
動
期
間
中
に
寄
せ
ら
れ
た
金

品
は
、
村
内
の
気
の
毒
な
人
た
ち
に
配

分
い
た
し
ま
す
。
た
と
え
配
分
さ
れ

た
金
品
が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
、
恵
ま

れ
な
い
境
遇
に
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は

力
強
い
励
ま
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
と
し
も
暖
か
い
手
を

　
こ
と
し
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
歳
末

助
け
合
い
運
動
を
行
な
い
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
の
暖
か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

有
権
者
総
数
は

　
　
　
四
、
八
八
七
人

　
十
一
月
一
日
現
在
で
確
定
し
た
永
久

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
四
千
八

百
八
十
七
人
に
な
り
ま
L
た
。

　
こ
の
永
久
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は

満
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
方
、
お
よ
び
江

南
村
に
転
入
し
て
か
ら
三
ヵ
月
以
上
た

っ
た
方
を
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
自
動

的
に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　
選
挙
の
告
示
ま
え
で
し
た
ら
、
い
つ

で
も
ご
ら
ん
に
な
れ
ま
す
か
ら
、
ご
不

信
の
方
は
、
役
場
選
挙
管
理
委
員
会

へ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

騰瀞
懸
欝
懸
羅

農
夫
と
ヒ
バ
リ

　
ヒ
バ
リ
の
ひ
な
が
す
っ

か
り
育
っ
た
頃
、
畑
の
持

主
が
や
っ
て
き
た
。

「
お
お
、
よ
く
実
っ
た

だ
、
明
目
は
み
ん
な
に

頼
ん
で
か
っ
て
し
ま
お
う
」

と
い
う
の
を
聞
い
て
、
心
配
す
・

る
ひ
な
鳥
に
、
親
ヒ
六
リ
は
、

「
大
丈
夫
、
他
人
を
あ
て
に
し
て

な
い
よ
」
と
な
だ
め
た
。

や
っ
て
き
た
。

い
う
の
を
聞
い
た
親
ヒ
バ
リ
は
、

「
サ
ァ
今
度
は
、

と
引
越
し
た
。
　
（
イ
ツ
ッ
プ
物
語
）

い
る
う
ち
は
、
本
当
に
か
り
ゃ
し

　
ま
た
、
幾
日
か
た
っ
て
、
持
主
が

『
や
、
こ
れ
は
実
が
い
り
す
ぎ
た
。

朋
日
は
自
分
で
か
ら
な
く
ち
ゃ
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
＼
騰
　
9
・

曜
『
、

“
＼
￥
。

本
当
で
す
よ
」
と
サ
ッ
サ

「
誰
か
に
頼
ん
で
」
　
「
誰
か
が
や
つ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
な

ど
云
つ
て
い
る
う
ち
は
だ
め
で
す
。
良
い
政
治
は
、
み
ん
な

が
自
分
で
考
え
、
自
分
が
一
票
を
投
ず
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　涌P一

■
て
盗
刷
霞
驚
・
　
・
秦
誓
－
、
礎
鴨
笹
驚
遅
装
醤
鍍
蚤
馨
栂
墾
髭
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一懸
す
ぞ
蕉
十
六
人
孤
舜
舞
金
』

　
　
　
ふ
だ
ん
の
注
意
が
た
い
せ
つ

　
こ
ど
し
み
西
撫
蘇
日
か
ら
十
月
末
日
融
■

ま
働
感
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
見
舞
金

の
支
按
い
を
受
け
た
人
は
十
六
人
と
な

り
見
舞
金
⑳
額
は
七
十
四
万
九
千
円
で

す
艶
に
昨
年
を
上
ま
わ
香
金
額
に
な
ρ

て
お
り
ま
す
。

　
相
手
方
の
木
注
意
に
よ
り
、
防
ぐ
こ

と
の
で
き
な
い
事
故
も
あ
り
ま
す
が
、
．

・
注
億
縁
渇
障
と
に
よ
っ
て
、
起
さ
ず
に

す
む
享
故
も
あ
り
ま
す
。
、

　
こ
の
事
故
を
内
容
別
に
み
ま
す
と

　
　
　
　
一
ガ
丹
未
満
の
け
が

　
　
ー
ざ
、
蕉
ど
三
ガ
月
の
け
が

　
　
　
三
が
月
～
六
ヵ
月
の
け
が

　
　
　
．
死
亡

　
　
蚕
怨
こ
れ
毬
分
類
す
る
と

　
一
、
．
ヤ
．
小
学
生

　
　
　
、
中
学
生
　
き
．

　
　
　
高
校
生

　
　
　
．
一
般
⑳
人

日　
　
ど
な
り
、
．

恥　
徒
が
、
、

丹
．　
す
。
“
、
・

U　
　
児
童
、

年必
』

和昭

一二六七
人人人人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
人

　
．
小
・
中
学
校
の
児
童
、
生

事
故
の
半
数
を
し
め
て
お
り
ま

　
　
　
生
徒
の
事
故
の
な
か
に
は
交

通
ρ
施
ー
ル
を
守
り
、
注
意
す
る
こ
と

で
防
げ
る
事
故
も
あ
り
ま
す
の
で
自
転

車
に
乗
る
場
合
、
家
庭
に
あ
つ
て
も
、

通
学
す
る
ど
ぎ
も
ヤ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
…
『
■

し
て
事
故
を
起
さ
な
い
よ
ヶ
に
し
た
耐

も
の
で
す
。
．
、

事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
届
け
出
を

　
交
通
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
駐

在
所
か
警
察
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

自
損
行
為
に
よ
る
交
通
事
故
で
も
状
況

に
よ
っ
て
は
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

の
で
役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

救
急
車
の

　
　
出
動
状
況

　
熊
谷
市
と
の
協
定
に
よ
っ
て
、
ピ
と

し
の
四
月
か
ら
救
急
業
務
が
欄
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
交
通
事
故
に
、
ま
た
急
病
で
緊
急
に

手
当
て
が
必
要
な
場
合
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
ま
で
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
出
動
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
交
通
事
故
　
　
　
八
件

　
　
　
　
　
急
　
　
病
　
，
　
四
件

　
　
　
　
　
工
場
内
の
負
傷
　
　
一
件

　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
十
三
件

　
救
急
車
へ
の
連
絡
は
一
一
九
番
へ
、

有
線
の
場
合
は
、
九
番
に
か
け
て
、
一
一

九
番
を
呼
ん
で
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

ずr…商工業篇向…
E
l・一季節資金の利用を・一

　国・県が、中小企業のために融資を行

なう商工業金融制度のなかに、「季節資

金」という制度があります。、

　この制度は年末の時期になりますと・

各企業とも材料あるいは商品の仕入れが

多くなるとともに、従業員への賞与の皮

給などが重なり、運転資金のひっ迫が予

想されますので、これを補完し、経営を

円滑に進めるため、短期間の融資を行な

うものです。

『
3
」
｛
、
．
～
∂
夕
㌧
◆
：
亀
」
ご
》
◆
暑
々
◎
F
し
窪

ち遷荘

　
　
あ
耳
に

ご
ぽ
う
を
入
れ
て
煮
る

③
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
、

を
と
と
の
え
、
ね
ぎ
、

る
。

変わりけんちん汁

　材料4人分
里　芋……………中5コ
大根………4分の1本
人参………2分の1本
ごぽう………2分の1本

ねぎ……………一2本
とうふ………………　1丁

豚こまぎれ肉……100g

みそ……………150ダ

〔
作
り
方
〕

①
里
芋
は
輪
切
り
、
大
根
、
ご
ぼ
う
は

い
ち
ょ
う
切
り
、
ね
ぎ
は
小
口
切
り
に

す
る
。

②
だ
し
に
豚
肉
、
『
里
芋
　
大
根
、
「
人
参

ミ
カ
ン
の
皮
は

　
　
す
て
な

　
ミ
カ
ン
の
皮
に
は
実
よ
り
も
多
く
の

ビ
タ
ミ
ン
C
が
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、

ビ
タ
ミ
ン
A
と
同
じ
働
き
を
す
る
カ
ロ

チ
ン
や
、
ヒ
フ
に
よ
い
ペ
ク
チ
ン
と
い

う
も
の
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
利
用
価
値
が
あ
り
ま

す
。　
た
と
え
ば
、
乾
燥
し
て
お
風
呂
に
入

れ
た
り
、
ま
た
粉
末
に
す
る
と
そ
ば
な

ど
の
や
く
味
に
も
な
り
ま
す
し
、
ナ
マ

の
ま
ま
こ
ま
か
く
き
ざ
ん
だ
も
の
は
、

漬
物
な
ど
に
入
れ
る
と
風
味
が
で
て
、

い
っ
そ
う
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

馨器簾甥締1黛は壱勢≧◇墓纂霧，、2。八商業又、，サービ

も桜と風がてチするもで　 ふみノス業の事業者については5人以下の

段ナ罐鵜湯鷺　　　溢、商蝶者砿
’マな入　　ますいロ　’の　　　　　　　　え味　　（◇　貸付限度額

、一ノ、…’、一〆、一4’一、』！、一6｛一6い～ノ、一1、’！曳ノ、一’～！、一〆！　　1企業　　100万円以内

鞍菱鍔魏畿膜悔騰揉難議欝
娩嬉幕齢搬蒜囑確　セ1◇貸付期間
か時でぜをギにみ。’ゼ。頭湯汁い　　々てノ　　昭和44年10月15日がら

恥回　　そしお一こ　　がな　　つみた、．ぎ　　　　　1内、商工会へお問い合わせください。．・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剤

　
　
力
ぜ
を
ひ
い
て
颪
痛
が
す
る
と
ぎ

　
　
　
レ
モ
ン
汁
に
ハ
チ
ミ
ツ
を
加
え
た

　
も
の
に
、
熱
湯
を
そ
そ
い
で
飲
ん
で
み

　
ま
し
ょ
う
。
頭
の
疲
れ
が
と
れ
て
さ
っ

　
ば
り
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
カ
ゼ
が
な
か
な
か
な
お
ら
な

　
い
と
き
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
湯
剤
が

　
効
果
的
で
す
。

　
　
親
指
大
の
み
そ
潅
丸
め
て
、
少
し
こ

　
げ
つ
く
程
度
に
焼
き
ま
す
。
四
分
の
一

　
個
の
タ
マ
ネ
ギ
を
お
ろ
し
金
で
す
り
お

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
ろ
し
、
こ
れ
を
焼
か
た
み
そ
と
い
っ
し

　
ょ
に
か
き
ま
ぜ
、
熱
湯
を
た
っ
ぶ
り
そ

　
そ
ぎ
入
れ
て
で
き
あ
が
り
で
す
。

　
　
朝
食
の
一
時
間
前
と
寝
る
前
の
二
回

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
に
飲
む
と
、
か
ら
だ
も
あ
た
た
ま
り
、

一
い
で
し
ょ
う
。

認
食
欲
も
す
す
み
、
九
ゼ
の
な
お
り
も
早

、

ゾ
．

、
＼

▽

）

）




